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　旧駅ビル アッセ（ASSE / 1965-2020 年）を取り壊し、5 年
の時を経て地下 1 階～地上 20 階建てのミナモアが誕生し 2025
年 3 月 24 日にオープンしました。ミナモアとは、「ミナモ（水面）」
河川と共に発展した水の都広島の川の水面のゆらめき・瀬戸内海
の輝く水面のきらめき、「ミナ（皆）」みんなの・私たちの駅ビル
という想い、「モア（もっと）」人が集まり・生活を豊かにしてく
れ、広島のことを好きになるという想いが表現されたネーミング
です。
　旧駅ビル「アッセ」の店舗面積は 10,961㎡ でしたが、新駅ビ
ル「ミナモア」は約 25,000㎡！ なんと倍以上の広さになり、路
面電車は駅ビルへと吸い込まれるように 2 階へ乗り入れる新しい
形へと変わります。皆さんも、買い物、食事等が充実した新たな
広島の空間を堪能してみてはいかがでしょうか。

【広島新駅ビルの商業施設「minamoa（ミナモア）開業】
第２回　常設委員会合同開催	 	

第１９回　２０２５印刷産業夢メッセ	
　　　　　　　　		開催告知ポスターの公募	

全印工連の令和７年度事業構想		福田副会長

ローカル・ゼブラの取り組み事例等の紹介
　　　　　　　	中国経済産業局　實國局長

第68回	広島県印刷優勝野球大会　		組合せ

事務局だより	
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　令和６年度下期中国地区印刷協議会（２月 21 日岡
山市開催）を受け、本年度第２回目の各委員会が３月
５日（水）午後３時 20 分から、広島印刷会館会議室
において開催された。
　この委員会は、所属支部間を越えた組合員同志が、
意見を交わし親睦を図り、交友を増やし信頼を増す場

　　　林　　　丸林　小林　　前田　　宇都宮　　隅川
　　　　　　　　　國保　　   木戸　　　児玉

　　　　 田尾　　　　花田　　　　田村　　　 須川
　　　　　    永田　　　 瀬尾寿　　       大倉　　　薬師寺

　　　　　　　　小田　　　　　　　　　　上重
　　　島田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後藤

　                     宮﨑　    坂井　    増田　  藤原
　　    玉野　　          堀内　　        高山　          吉岡

であり、この厳しい経済情勢の中どのようにして乗り
切るか、また、お互いの業態変革は如何にしているか
など、相互啓発を目的としたもので、まさに組合の原
点です。
　各委員会の内容等は、４月号にて掲載済み、内容は
同じなのでそちらを参考としてください。

第２回 常設委員会合同開催　各委員の仲間３０名が集まり開催

第 19 回 2025 印刷産業夢メッセ　開催告知ポスターの公募

　①名　称： 第 19 回 2025 印刷産業夢メッセ
　②会　期：10 月 24 日（金）、25 日（土）
　③テーマ：「印刷」×「新時代」　新たな夢へ
　④作品テーマ（制作意図）　
　⑤会　場：広島ガーデンパレス
　　　　　　〒 732-0052 広島市東区光町一丁目 15-21
　　　　　　Tel.082-262-1122　Fax.082-262-5270
　⑥主　催：広島県印刷工業組合・中国印刷機材協議会　　
　⑦主　管：2025 印刷産業夢メッセ実行委員会
　⑧協　賛：広島県洋紙商連合会、広島県製本工業組合、
　　　　　　中国グラフィックコミュニケーションズ工業
　　　　　　組合、日本グラフィックサー
　　　　　　ビス工業会広島県支部、中国
　　　　　　地区印刷協議会
　⑨『夢』のロゴ：右記参照

注 . ④の制作意図は、作成にあたって  
　　の思い、考え方を 200 字程度で記
　　入のこと。

応募要項

１．応募資格：広島県印刷工業組合員及び印刷関連団体並び
　　　　　　　に大学・専門学校に在籍の学生各位
２．作　　品：Ａ２サイズで原寸をプリントアウトしお送り
　　　　　　　ください。なお、応募された作品は返却しま
　　　　　　　せん。入賞作品の著作権は組合に帰属するも
　　　　　　　のとします。
３．使 用 色： 片面４色（デザインにより１色や２色、４色も可）
４．記入必須項目（右の項目を参照）
５．使用素材：自　由
６．応募作品：自作で未発表のオリジナル作品に限る
７．応募方法：事務局宛に必要事項を記入の上、郵送
　　　　　　　記入事項は、 
　　　　　　　①応募者氏名　②社名・学校名　③連絡先
　　　　　　　④作品テーマ（制作意図）　⑤使用ＯＳ
８．応募締切り ： 2025 年５月 30 日（金）　“必着”
９．　 賞 　： グ ラ ン プ リ　　１点 ( 商品券５万円 )
　　　　　　　準グランプリ　　２点 ( 商品券各２万円 )
　　　　　　　佳　　　　作　　数点 ( 商品券各３千円 )

記入必須項目

経営革新マーケティング委員会

組織活性化委員会

サステナビリティ・ＣＳＲ委員会

教育研修委員会
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　まず、過去 20 年間の印刷産業の出荷額と印刷・情
報用紙の出荷数量の推移は、出荷額については、28 年
前 1997 年の 8.9 兆がピーク、20 年後には 64％まで
減少している状況です。紙の出荷数量においては 56％
になっており、この要因としては印刷会社の多くが印
刷以外の製品やサービスに転換を図っているからだと
考えられます。
　リーマンショック以降、市場は毎年平均 3％ずつ縮
小し、印刷情報用紙の需要もコロナ前は 31.6％も減少
しており、2030 年には 25％の需要が消滅すると全印
工連では予想しています。また 2040 年には高齢化と
若年層の減少により約 1,100 万人の労働力不足になる
と言われています。
　このような環境下で「私たちが進むべき道」を瀬田
会長は、「価格競争から価値協創へ」というスローガン
を掲げ、まず価格の適正化を行っていこうということ
です。
　そして同時に、各社に業態変革を促し差別化を実現
し、各社が強みを補完し合い協力して顧客の価値を作
り、異業種と共創することが我々のこれから進むべき
道ではないかと考えているわけです。
　このような現状を踏まえ、「全印工連が目指す戦略と
使命」について話します。価値協創を実現するために、

「勝てるルール」を作るということです。本日、経済産
業省の局長にご来賓いただいておりますが、経産省や
中企庁、あるいは議員連盟の先生方と連携して、不合
理なルールの改正や機会の創出を進めていきたいと考
えます。また組合員各社がゲームチェンジできる最新
情報の提供や CSR、カーボンニュートラル、紙の価値
向上などお客様の意識を変え、新たな需要を引き起こ
すための事業を情報発信し、組合員の皆さまが持続的
成長を図れるように新たなエコシステムを構築するこ
とを目指していきます。
　今まで右肩下がりの話ばかりしてきましたが、新た

な需要についてもお話しします。人口減少の社会を迎
え、各地域では行政のみでは解決できないさまざまな
問題が増えてきています。人もいないし金もありませ
ん。また、地域を支えてきた産業も、時代とともに大
きく変化をしてきているということです。それと、観
光事業のようなインバウンド需要も増加しています。
　このような新たな需要を捕まえようと、スタートアッ
プ企業も各地で生まれています。我々は元々地域に根
差した産業です。地域に根差した印刷会社こそが実は
この課題に応えて、地域を発展させるエンジンになる
べきではないかということです。
　我々印刷業は、ほぼ全ての産業と接点があり、また、
各地域に根差した事業を営んでいます。この強みを活
かして印刷をコアに、さまざまな産業への支援や協創
ができると考えています。つまり印刷業は、地域の困
りごとが分かっていて、その課題解決ができる存在で
あるということです。印刷は手段であって、目的は社
会に彩り幸せを創るという、いわゆる全印工連のスロー
ガンの「Happy Industry」ということだと思っていま
す。私たちは時代のニーズをとらえて、単なる印刷製
造業から生活や文化を創造する産業へと進むべきだと
考えています。
　実際に、既に全印工連の仲間がさまざまなチャレン
ジをしています。その１つの例ですが、秋田の製本印
刷会社は地場産業の米づくりを支援するために、米粉
のパン開発とか販売を支援しています。また、日本酒
のブランディングや通販を行い地域産業と一緒になっ
てビジネスを展開しています。
　また、山梨県の 120 年以上続く印刷会社では、廃田
による地域衰退を防ぐために、米づくりを始めていま
す。この印刷会社がある市では、作付面積が、この印
刷会社の農業法人が第１位にまでに成長しています。
そしてドローンを利用した農業にもチャレンジしてお
り、コストを３割程度安くしているそうです。

全日本印刷工業組合連合会の令和7年度事業構想
全日本印刷工業組合連合会　副会長　福田　浩志

【中国地区印刷協議会より】
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　そして、大阪の会社ですが、学習障害を持つ若者を
社会で活躍できる人材にしようということで、教育支
援のスクールを開校し、就職支援まで行っております。
この会社に大手企業からも求人がきており、非常に好
調だと聞いております。
　また、東京の企画デザインを強みにしている会社です
が、Bambu 印刷を利用して、子どもたちの発達支援を
する教材を開発して販売したり、もう輪転のチラシはな
かなか難しいので、トレーディングカードの印刷にかじ
を切って、今は絶好調というような会社もあります。こ
のように、地域の良いものを発見し、発信、販売促進、
支援しているような会社もいっぱい出てきています。各
社とも印刷で培った強みを活かして、異業種のパート
ナーと協創して新たな価値を生み出しています。

 　そこで、この価値協創型企業になるために、ローカ
ル・ゼブラを目指しましょうということを提案させて
いただきます。いま世界的には、社会の課題解決と利
益を両立させて、持続的な成長を目指すゼブラ企業と
いうのが誕生してきています。ゼブラ（シマウマ）は
見た目が白と黒です。白は社会貢献をあらわし、黒は
自社の利益をあらわします。この白と黒が混じった、
社会の問題解決と自社の利益、これを両立させた会社
をゼブラ企業と言います。
　印刷会社は地域で育てられ共に歩んできました。こ
の地域の課題を解決することで、これからも持続的成
長が得られるのではないかと思います。多くの印刷会
社は、ローカル・ゼブラ企業を目指すべきだと、我々
全印工連も考えておりますし、中小企業庁も 2024 年、
昨年の３月に中小企業の持続的成長戦略として、日本

の中小企業はこのローカル・ゼブラ企業を目指しましょ
うと言っております。
　そのような方向を目指すためにも、ものづくりとこ
とづくり双方が大事になってきます。今までのように、
会社の経営資源をばらまくのではなく、自社の強みを、
得意分野に集中して特化すべきだと考えます。例えば、
生産が得意な会社には、生産を委ねるし、企画営業力
のある会社にはことづくりのほうを委ねるなど、お互
いに連携して共創することが、それぞれを伸ばすこと
につながるのではないでしょうか。
　これを受けて、全印工連では今年何をすべきかとい
うことで、「①価格の適正化、不合理な取引の是正」に
より収益をまず改善すること。次に「②人材獲得支援」
により、特定技能制度であったり、女性や障がいを持っ
た方が働きやすい職場づくりといったような環境整備
もやっていこうと考えています。また、「③紙の価値の
探求と啓発」や「④持続的成長、ローカル・ゼブラへ
の変革支援」「⑤ AI　DX の実装」という５つの柱を

「2025 事業の柱」として活動しようと考えています。
　まずは、価格の適正化、不合理な取引の改善につい
てです。経産省や中企庁が賃上げのための価格適正化
を掲げています。我々にとっては、今こそが千載一遇
のチャンスです。まずは官公需取引の是正が大事だと
思っています。入札制度の改革ですとか、著作権に関
するコンテンツバイ・ドール契約とか SR 調達の実現
といったことを全印工連としては目指していきます。
そのためには、各種政治団体や議員とも連携を図って
いきます。
　最終的には、民民の取引きにも広げていきたいとい
うことです。
　人材獲得支援については、特定技能制度への取組み
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の確立とダイバーシティの推進です。女性が活躍した
り、障がい者の方も働きやすい職場づくりの推進であっ
たり、そういった情報の発信をしていきます。
　また、人材不足、労働力不足になりますので、省力化、
自動化への対策であったり、省力化を推進する意味で
の情報提供も行います。これは、教育研修委員会やサ
スティナビリティ・CSR 委員会が行っていきます。
　紙の価値の探求の啓発ですが、デジタルメディアと
比較して紙の使用は環境に悪いという誤解が広がって
います。フィンランドでは、デジタルの教科書を紙の
教科書に戻すという動きになっています。また、オー
ストラリアでは、16 歳未満の子どもたちの SNS の利
用禁止といったように、いろんな動きが紙を巡って起
きています。
　我々が目指すのは、紙とデジタルが共存し両方のメ
ディアが相乗効果で伸びるようにしていかないといけ
ないと考えています。
　ローカル・ゼブラ企業への進化は、ローカル・ゼブラ
企業へ皆さんが変革できるよう、異業種や同業種での事
例研究を発信するなど、産業戦略デザイン室と経営革新
マーケティング委員会で行っていきたいと思います。
　ローカル・ゼブラ企業として成功するためには、地
域や協力先のパートナー、あるいは社員からの共感が
大切になります。そのためにも CSR 経営が求められま
す。CSR 活動そのものが、他社との差別化にもつなが
ります。全印工連は強力にこの CSR 経営を推進してい
きたいと思っています。また、環境対策も重要です。
単なるリスク回避ではなく、差別化のための戦略とし
てグリーントランスフォーメーション、GX なども進
めていきます。まずはカーボンニュートラルから取り
組んでいこうと考えています。これはサスティナビリ
ティ・CSR 委員会が担当していきます。
　最後になりますが、AI の実装、DX の推進は、この
AI、DX が我々のゲームチェンジを引き起こす可能性
があるわけです。AI の搭載を皆さんにどうして活用し
ていただいたらいいのかといったことも、情報提供を
していきたいと考えていますし、ｅラーニングに AI の
メニューを載せて、皆さんに AI の実装をしていただき
たいと思います。AI の研究会を全印工連の中に作ろう
と考えています。
　共創プラットフォームの推進は、今年度中に皆さま
に、「J ‐ CONNECT」という情報共有システムを提
供します。これは各工組で利用していただいて、全国
で展開できるＢ to Ｂ向けの印刷関連サイトができると

いうことです。皆さんが自分の会社の強みとか自分の
宣伝とかをページに載せていただいて、その裏で、受注・
発注とかに役立つ情報関連サイトがオープンすること
になります。実際、東京で「CONNECT」というかた
ちでもう運用しています。東京都の助成金を使ってシ
ステムを開発しました。これを全国展開というかたち
で皆さまにご案内をしているところです。この事業に
ついては、教育研修委員会、あるいは組織活性化委員会、
経営革新マーケティング委員会が担当します。
　最後に、価値協創の広報活動の展開ですが、皆さん
に全国誌で『Xi [sài]』という雑誌を届けております。
以前の『日本の印刷』からはだいぶ印象が変わって「見
やすくなったけど、ちょっと中身が薄っぺらじゃない
の？」というご意見もいただいています。今、産業戦
略デザイン室の中に広報部会というのを作りまして、

『Xi [sài]』の充実を図っていこうと取組んでいます。
それから『Xi [sài]』と連動して、ウェブサイトの活用
もしていきます。先ほど話した紙の価値の情報発信で
す。これも製紙メーカー、卸商、商社、印刷会社みん
なで協力して、この運動をやっていこうというふうに
考えています。ヨーロッパでは「ツーサイト」といって、
製紙会社、印刷会社、サプライチェーンで、みんなで「紙
は実は環境に良いのだ」といったような運動を業界あ
げてやっています。こういったことも日本で展開でき
たらと考えています。
　結論として、ポストコロナで業界の環境は大きく変
わりました。時代の変化が早いので、我々も早く変化
することが求められます。自社の強みに経営資源を集
中させるための企業連携や企業連合が必要になってく
るわけです。今までライバルとして地域で戦ってきた
者同士ですから難しいのは分かっているのですが、組
合という組織を本当に皆さん活用していただいて、同
じ志を抱く仲間同士、胸襟を開いてつながりましょう
ということです。そのような協創が我々中小印刷業に
求められているのだと思います。
　印刷業の本質的な力は、結ぶ力、伝える力です。印
刷とは単なる手段であって、目的ではないと思うので
す。これを極めて地域のお客さま、そして社会を幸せ
にしていくことが、我々のあるべき姿なのだと思いま
す。全印工連は皆さんとともに、2025 年も「生活・
文化クリエイティブ産業」に向けて未来を拓いていき
たいと思っております。
　ご清聴どうもありがとうございました。
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　本日はローカル・ゼブラの取り組み事例の紹介とい
うことで講演させていただきます。
　まず、ゼブラ企業とインパクト投資とは、日本でロー
カル・ゼブラ企業と言っておりますが、元々はアメリ
カで「ゼブラ企業」という名前で提唱された概念です。
時価総額を重視するユニコーン企業と対比されて、社
会課題解決と経済成長の両立を目指す企業を、白黒模
様、群れで行動するゼブラ（シマウマ）にたとえて命
名され、日本では、地域の課題解決というところに
フォーカスしているので、アレンジしてローカル・ゼ
ブラと言われています。
　大きな特徴として３つあります。まず、事業を通じ
て地域課題の解決を図り、収益性を確保・継続する。
いわゆる地域課題の解決というところが、実はボラン
ティアの活動であったりしますが、収益性を同時に確
保するということが１つのポイントになります。２つ
目は、その際に新しい価値の創造とか技術の活用によ
り、今までに無いようなビジネスを作っていこうとい
うのが、２つ目の特徴です。そして３つ目が何のため
にその事業をやるのかという目的が明確になっている
こと。つまり、この地域課題の解決を通じて、その地
域、社会を、どういうところを目指すのかを、はっき
りして進んでいくということです。
　このローカル・ゼブラ事業を進める上でのポイント
は、まず、資金調達をどうするのか、そして、人をど
う確保するのかということです。当然、それらをする
にあたっては、取り組もうとしている事業はどんな事
業か、どんな成果を出すのかというのが分からなけれ
ばいけないということで事業の可視化。そして、しっ
かりその目的に向かって進んでいくという意味での意
思決定プロセス。その効果として、社会にどういう影
響を与えるか、そのインパクトの可視化。こういうこ
とが、ローカル・ゼブラ企業を進めていく上で必要な
ポイントとなります。特定のエリアに注目したローカ

ル・ゼブラというのもあれば、普遍的、そのローカル
に限らず、日本社会共通な課題まで広げていこうとい
う、そういうローカル・ゼブラもあります。
　ここからは、ローカルゼブラと呼ばれている人たち
の事例紹介です。最初の方は、元々は金融関係のベン
チャー系の企業さんだったんですけど、「日本の畜産
が持続的ではない。それをどうやって持続的な畜産業
にしていくか」という課題に対して、不動産の価値を
分けて売るような手法で、畜産の事業の価値を分割し
て出資者を募って回していくというビジネスで地域に
合う畜産がしっかりできるのではないか。という考え
で取り組まれています。
　２人目は、元々仙台市で牛タンなどを EC サイトと
いうオンラインで販売する会社をやられていた方で
す。東日本大震災のあと、地元仙台の温泉街の人口減
少とか、人が来ないという課題をなんとか変えていか
なければいけない。というところから、まず人を呼び
込むカフェを作ったらいいのではないかとか、あと、
地元の商店街の人と一緒に、ツアーを作ったらいいの
ではないか。ということで事業を始められました。
　３人目の方は、元々コンサルタントをされていた方
です。コンサルタントをしているなかで、やっぱり、
地域おこしなどのプレイヤーとなってくれる事業者を
育てる必要があるということで、ローカルベンチャー
を立ち上げる組織を作り、自分も立ち上がったという
ケースです。

ローカル・ゼブラの取り組み事例等の紹介
中国経済産業局長　實國　真一

【中国地区印刷協議会より】
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　４人目は、元々最後に働いていたのがベンチャー企
業で働いていたのですがリーマン・ショック後に退職
され、職業訓練校で、子育てを理由に会社を辞められ
ていた女性たちと知り合って、じゃあ、子育てについ
てみんなでシェアをする何か取り組みができないかと
いうことをきっかけに、子育ての共有化をする「共助」
という概念で支援する、こういう取り組みを始められ
た方です。
　次の方は、東日本大震災を契機に、福島で役に立ち
たいと思い福島に移住し、農作業を手伝っているなか
で、農家の方が規格外の果物を市場に出せない理由で
捨てられる果物があるという課題に対して、規格外に
も付加価値を付けて収入にできないかといったところ
から取り組みをして、農家の収入を上げる。それがさ
らには、別の果物の廃棄物を活用していく。こういう
取組みをされています。
　６人目は、元々作業療法士の方で、いろいろな病院
等で勤務され、当然、患者さんとかのお声を聞いたり
するなかで、結構、職業病の人が多いということに気
づき、従業員というのは働くうえで極めて重要な資本
なので、それをしっかり支えていく必要があるのでは
ないかと思われ、職業病をなんとか解決するチームを、
作業療法士だけでなく、理学療法士とか、介護士とか
いろんな方々と組んで支援する組織を作り、それを今
全国展開しております。
　他にも当局に寄せられている多くの課題がありま
す。いずれも、自治体から来ています。
　１つ目は、発達障害に関する相談が増えているとい
うことで、相談体制を新しいスキームとかをはじめと
した、支援体制の強化ができないかというご相談です。
　２つ目は、障がい者支援です。なかなか健常者と意
思疎通が同じレベルでできている状況とは言い難いの
で、なんとか障がい者との円滑な意思疎通ができかと
いう内容です。
　３つ目は、皆さんもお聞きになったりしていると思
いますが、地方に行くと公共交通網が縮小しています。
高齢者の移動手段の確保が難しいというなかで、どの
ように高齢者の移動手段が確保できるかという課題で
す。
　そして、４つ目は、見守り対象となる高齢者を予め

どこにいるかが分かると、しっかり支援することがで
きるのではないか、その抽出する方法がないかという
内容です。
　課題の５つ目は、やっぱり人口減少のなかに、交流
人口とか関係人口を増やしていきたい。１つの切り口
として、「教育」をテーマとした観光コンテンツとい
うものができないだろうか。
　６つ目は、商店がだんだん減っている。生活必需品
の調達手段がなくなりつつあるなかで、なんかうまい
方法はないか。こういった課題があります。
　今日申し上げた話が全て言い尽くしているわけでは
ありませんし、実は地域の課題というのは、人それぞ
れ受け止め方によっては「あっ、これは課題じゃない
な」というものもあるでしょうし、「えっ、それ課題
なの？」というものもあるかもしれません。実はこう
いう課題は、一番近くに転がっていることが多いです。
　そして、実はこれは自社だけで取り組む、取り込ま
なきゃいけないというものでは、必ずしもありません。
いろんな強みを持っている人たちがいます、行政や、
住民もそうです、大学とか地方公共団体もそうです。
そういったところと組みながら、最終的に持続可能な
取組みにしていくというのは、やはり収益モデルがう
まくできると持続可能になるというところです。ぜひ、
課題を見つけたら、次はどこと一緒にやってみようか、
なんていうことも考えると面白いのかもしれません。
　今日は少し時間がないなかで、イントロ的なお話を
しましたが、ローカル・ゼブラをもっと知りたい、あ
るいはうちの会社でもちょっと話をしてくれというよ
うなご要望がありましたら、お気軽に我々経産局のほ
うまでご連絡ください。まずは、ローカル・ゼブラの
話については以上です。

※その後、「中小企業新事業進出補助金 ( 令和７年１
月号・ＶＯＬ 461 で周知済み )」や、新しい事業分
野に挑戦したい事業者、あるいは新しい市場にチャレ
ンジしたい方々に向けた「新事業進出補助金」の説明
があった。
　それから、「大阪・関西万博」のＰＲをされ、是非、
大阪・関西万博に参加され、新しい世界を味わってい
ただきたい、感じていただきたいと熱く語られた。
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開催日：５月 11 日・18 日（各日曜日） 予備 25 日（日）　※ 雨天順延
場　所：１日目 : 八木地区大田川河川敷グランド　８時 30 分より開会式
　〃　　２日目 : 草津公園野球場
＊第 1 日目　予選リーグ　リンク戦　第 2 日目　決勝　トーナメント戦
＊予選リーグは次の順により順位を決定する
　①勝数　②得失点差　③総得点の多いチーム　④抽選
＊決勝トーナメントは各グループ上位１チームおよび各グループ２位チーム内
　より上位１チームで行う
＊ 2 位グループの順位は次の順により決定する
　① 得失点差　② 総得点の多いチーム　③ 抽選

4 月 1 日より事務局でお世話になります、三次邦仁 ( ミツギ クニヒト ) と申します。新たな分
野の業種に従事させていただくので、とても新鮮な気持ちで毎日を過ごしております。不慣れ
な点が多々あり、ご迷惑をおかけしますが、ご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

1 中国新聞印刷㈱
2 ㈱ユニバーサルポスト
3 広島洋紙㈱
4 瀬戸内海印刷㈱

5 ㈱金陽社
6 富士フイルムビジネスイノベーション
　 ジャパン㈱
7 組合連合

8 イケダ㈱
9 ㈱中本本店
� ㈱アドプレックス

昨年優勝チーム　イケダ（株）

・第 1 試合
・第 2 試合
・第 3 試合
・第 4 試合

　9：00 ～ 10：20
10：30 ～ 11：50
12：30 ～ 13：50
14：00 ～ 15：20

１－２
３－４
１－４
２－３

A対戦 B対戦 C対戦
５－６
６－７
５－７

８－９
９－１０
８－１０

第1日目・予選リーグ 1 5

4

82

6 93 7 �

第６8回 広島県印刷優勝野球大会 組合せ

事務局だより
◎ 事務局の異動

◎ 組合のうごき

東　京

9日 産業戦略デザイン室

18日 ＪＰＰＳ講習会

23日

常任役員会・理事・情報24日
東西対抗ゴルフ大会26日

４
　
月 夢メッセ三役会、第1回常任理事会

第1回拡大理事会、会館取締役会

久井カントリー

東　京
11日 組合会計監査 印刷会館

web会議
12日 全青協正副議長会 福　岡

印刷会館 印刷会館

11日 野球大会１日目

20日

教育研修委員会

21日
東　京

常任役員会・通常総会
22日

東京會館
組織活性委員会

26日

経営革新マーケティング委員会

28日

５
　
月

広島県印刷工業組合通常総会
広島印刷会館株主総会

web会議

八木G
12日 青年部会総会 印刷会館
18日 野球大会２日目 草津公園野球場

web会議

A B Cベンチ
若番1塁側

14：00

優勝

決勝トーナメント戦

11：309：30

① ② ③ ④


